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とうきょうすくわくプログラム活動レポート

ウェーブバランス平均台やバランスストーンを使った活動では、最
初は保育者の手を借りながら慎重に足を運ぶ姿が見られました。
何度か挑戦するうちに、自分でバランスを取りながら歩こうとする
姿が見られるようになり、「できた！」という表情で次の挑戦へと向
かう子どもたち。平均台の上ではゆっくり足を運び、バランスス
トーンでは体を揺らしながら、自分なりの動き方を見つけていく姿
が印象的でした。活動を重ねる中で、子どもたちは体の使い方を少
しずつ理解し、「やってみたい」「もう一回」という意欲につながって
いきました。

活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等

・どちらも、最初は保育者の手を借りて渡ろうとする姿が多かった
が、回数を重ねていくうちに自信がつき、一人でやってみようとす
る姿が見られた。
・ウェーブバランスでは前を向いて渡ることに難しさを感じたのか、
自分で体を横に向け、カニ歩きで渡る姿も見られた。保育者の声
かけなしで、自分でカニ歩きのバランスのとりやすさに気付く様子
があった。
・ウェーブバランスを一人で渡ることが難しい子は、床とウェーブバ
ランスに交互に足を付け、進もうとする姿が見られた。
・バランスストーンでは、狭い踏面のスペースをうまく使い、両手と
両足を使って一人で登ることができていた。
・子どもの膝の高さほどのバランスストーンでは、登ることを
怖がる様子の子もいたが、少し低めのストーンに変えると、
自分で挑戦することができていた。

活動のために準備した素材や道具、環境の設定

・手作りジョイントマット　・バランスストーン
・いろんな素材センサリーマット　・ウェイブバランス平均台
・タイニークライマー　

「運動あそび」から広がる世界（1歳児・３回目）

先生たちのふり返り

・１,２回目でバランスストーンに挑戦し、自信を持って取り組む姿
が見られるようになったため、今回初めて、ウェーブバランス平均
台を取り入れた。バランスストーンでは得られなかった動きや体
の使い方を知ることができ、何度か挑戦していくうちに、一人で
やってみようとする姿が見られた。
・8月からの活動を経て、身体の発達とともに平衡感覚を養ってい
くことができた。より全身を使って活動ができるよう、次回からは
タイニークライマーも取り入れていきたい。


